〈分科会〉C－①　　　　　　
情報活用力を育てる学校図書館
教科学習を支える学校図書館の利用
	 司会者　　金山　　信夫（神奈川：○○小）
         　佐田　　○○（山梨：○○小）
 発表者　  山田　　○○（東京：○○小）
           橋田　　○○（東京：○○小）
           中田　　○○（栃木：○○小）
 記録者　　川田　　○○（茨城：○○小）
           吉田　　○○（茨城：○○小）


１．発表
発表１「生徒たちを本に近づける読書指導」
（山田　太郎）
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
発表２「豊かな心を育む読書活動の取り組み」
（橋田　○○）
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
発表３「豊かな心を育む読書指導」
（中田　○○）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
２．質疑・協議  　　◇（→質疑）◆（→応答）
◇読書指導は今後はどのような方向性で進んでいくのか。豊かな心は育っているのか。子供たちの変容をどのようにとらえているのか。　　　　　（神奈川・山本）
◆何を持って変容というのか、数値では表せない。学年によって応じた本を読むようになってきた。
（東京・橋田）
◆豊かな心をどう捕らえるかによって、考え方が違う。本をうつも読むようになった。　　　　（山梨・山田）
◆取り組みが終わると、本離れする。今後も継続して指導したい。　　　　　　　　　　　　　（栃木・田中）
３．まとめ
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
４．分科会を終えて
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
上記のものは一例です。

Ａ４の２ページ以内でまとめてください。分科会責任者まで メールかフロッピーを郵送で分科会責任者まで送付してください。

何か不明な点がありましたら，小学校・中学校・高校部の研究責任者まで，ご連絡ください。
